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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

機能解説              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅵ」・・・P1  「BUILD.一貫Ⅵ、Ⅴ」 Q&A  ・・・P7 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅵ」 

・片持ち床の出の長さを左と右で変えられるようにしました 

「BUILD.一貫Ⅵ」では、片持ち床の出の長さを左と右で変えられるようにしました。 

片持ち床を台形として配置したい場合、「BUILD.一貫Ⅴ」では片持ち床の出の長さに左右共通の長さしか設定できないため、片持

ち床の代わりに通常の大梁と床でモデル化して配置する必要がありましたが、片持ち床のまま配置して計算を行いたいというご要望を多

数いただき、「BUILD.一貫Ⅵ」で左右の出の長さをそれぞれ設定できるようにしました。 

大変ご好評をいただいており、今回の「今月のイチオシ」では、こちらの機能について紹介させていただきます。 

 

「BUILD.一貫Ⅴ」：床と大梁で片持ち床をモデル化 
「BUILD.一貫Ⅵ」：片持ち床と片持ち梁のまま 
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・片持ち床の出の長さを左と右で変える方法 

片持ち床を左右の出の長さを変えて入力する方法として、マウスによる配置とテキスト入力の２通りの方法が可能です。 

今回は、下記の例で片持ち床をマウスによる配置を説明します。 

 

1. 部材配置-片持ち床の配置を選択します。 

配置前 配置後 
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2. 片持ち床の床符号、先端小梁符号や 
出の長さ等を入力します。 
ここで出の長さを左右で変えて入力します。 

3. 左端・右端の入力と片持ち床の 
位置関係はこのようになります 
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4. 片持ち床を配置する外周の梁を 
マウスで囲んで選択します。 

5. 配置する方向にマウスを移動します。 

6. 方向が決まったらクリックし 
片持ち床の配置を完了します。 

7. 必要に応
じ て 、 片 持 ち
床の出の長さ
に 

合 わ せ た

7. 必要に応じて、片持ち床の出の長さに 
合わせた片持ち梁を定義して、配置 
します。 

 

以上のようにして、各スパンに左右の出の長さを変えた片持ち床を配置していくことが可能です。 
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・片持ち梁の計算結果の確認 

鉛直荷重時の応力図と変位図は、以下のようになりました。 

     
 

 ＜鉛直荷重時応力図＞ ＜鉛直荷重時変位図＞ 

片持ち梁 

 

 

応力図で左端の曲げモーメントがゼロになっているのが片持ち梁です。片持ち床の代わりに通常の大梁と床でモデル化して配置した

場合は、左端に「0」の不要な数値が表示されてしまいますが、片持ち梁と片持ち床で配置するとそのような表示はありません。 

変位図には、各節点の鉛直方向変位を表示しています。 
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片持ち梁と片持ち床で配置すると、片持ち梁の断面計算結果も出力できますので、たわみを別途計算する必要もありません。 
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◆「BUILD.一貫Ⅵ、Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：保有水平耐力計算に考慮しない設定とした大梁と柱に発生したヒンジについて指摘された 

Ｑ．ダミー的な部材に対して、保有水平耐力計算に考慮しない大梁と柱（テキスト入力時は、保有水平耐力計算データの[ＮＱＵ１][ＮＱＵ

２]）を設定しました。計算すると、設定した部材に Ds 算定時や保有水平耐力時にヒンジが発生しているため、適合性判定機関から、部材耐

力について確認するように指摘を受けました。 

保有水平耐力計算に考慮しない部材でもヒンジが発生する理由と、ダミー的な部材にヒンジが発生しないようにする対処方法を教えてください。 

 
A．保有水平耐力計算に考慮しない大梁と柱は、部材が無くなるわけではなく、その部材の剛性・耐力は荷重増分解析に使います。部材がある以

上は応力が生じ、応力が部材耐力よりも大きければヒンジ図でヒンジ印がつきます。 

設定した部材がダミー的なものでヒンジが生じない仮定とされる場合は、ヒンジが生じないような耐力を耐力の直接入力（テキスト入力時は、保有

水平耐力計算データの[ＲＳＴ１][ＲＳＴ２]）で設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を 270 件以上、通常の Q&A を 3740 件以上掲載していま

すので、ご活用ください。なお、Q&A の閲覧は、トータルメンテナンスを契約中のお客様限定となります。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html



